
小学校６年社会科『県史』資料活用資料及び展開例 

「団結する農民－甲斐国天保騒動－」 

活用資料・展開例に対応する、学習指導要領小学校社会第６学年の目標と内容

内容の取扱いについての配慮事項

（３）博物館や資料館などの活用を図るとともに、身近な地域及び国土の遺跡や文

化財などについての調査活動を取り入れるようにすること。また、内容に関わる
専門家や関係者、関係の諸機関との連携を図るようにすること。

県史アンケート結果と対応する活用資料の項目

・ 水害・治水 ・ 地域の発展に尽くした先人の業績

・ 地域に残る文化財 ・ 甲府空襲

・ 戦時下のくらし ・ 戦国武田三代

・ 甲斐源氏 ・ 身延山と日蓮

・ 幕末・維新の山梨 ・ 天保郡内騒動

・ 富士川舟運 ・ 甲府城・城下町

内容（２）我が国の歴史上の主な事象について、学習の問題を追究・解決する活動を通し
　　　　　て、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

目標（３）社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよ
　　　　　い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，
　　　　　多角的な思考や理解を通して，我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心
　　　　　情，我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人として世界の　
　　　　　国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。

　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。その際、我が国の歴史上の主な事象を手
　　　掛かりに、大まかな歴史を理解するとともに、関連する先人の業績、優れた文化遺産
　　　を理解すること。

　（キ）江戸幕府の始まり、参勤交代や鎖国などの幕府の政策、身分制を手掛かりに、武士
　　　　による政治が安定したことを理解すること。

　（ケ）黒船の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化などを手掛かりに、我が国
　　　　が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解すること。



展開例

対象となる時間 

所要時間  

目  標  

学習指導要領 内容(２)－（ア）　キ　ケ
時間６０分 

農村での生産力の増大と人々の団結の高まりを通して、農村のくらしの 
 変化や生活防衛の動きが起こってきたことを、全国的な動向と同時に、

山梨県内の動きも捉えることができるようにする。

過程 学習の流れ 提示史料 生徒の活動

導 

入
（
２
０
分
）

展 

開
（
３
０
分
）

①「江戸時代の農業はどの様に進

歩したのだろう。」

②「江戸時代の農民の暮らしはど

の様に変化してきたのだろう。」

①「これは、１８３３年に山梨県

で起こった『甲斐国天保騒動』

の絵図です。気づいたことを発

表しましょう。」

・「知っている地名等はあるか

な？」

・「騒動はどのように広がったのだ

ろう？」

②「『甲斐国天保騒動』とはどの様

な騒動だったのでしょう。」

資料１）概略を示した説明文を

読む。

教科書、資料集該

当資料

・農作業の様子図

・田畑のグラフ

・旅を楽しむ人々

・一揆のグラフ

・連判状写真

・「渋染一揆」「大

塩平八郎」説明

資料

 

・資料編１３近世

６全県上Ｐ５０

３「一一四 天保

騒動絵図（二）」』 

・同口絵

・同上絵図内に記

述のある、打ち

こわし行動の

経過を示した

文（読み下し資

料）

・県史通史編４近

世２「天保飢饉

と人々のくら

し」より作成し

た説明（※通史

編４）

・農具の進歩、田畑の面積

のグラフなどを読み取る

ことで農業生産の変化を

予想する。

・農具の用途と工夫をまと

める。

・諸資料から農民の暮らし

の変化を考える。

・渋染一揆の概略について

知る。

 

・絵図の概略を知る（川、

地域の概略、説明部分、

打ちこわされた家の名前

等）。

・知っている地名等や気づ

いたことを発表する。

・打ちこわし行動を示した

文、絵図、打ちこわされ

た家等を対応させながら

騒動の経路を知る。

・資料を読み、騒動の概略

（起こった原因、経過、

結末、影響等）をつかむ。 

江戸時代中頃の農業生産力の向上と民衆の生活の変化や一揆の様子を調べよう。 

身近な地域で起こった一揆（「甲斐国天保騒動」）について調べよう。



展 

開

ま
と
め
（
１
０
分
） 

 

資料２）騒動の原因となった飢饉

の被害の様子が書かれた

資料を読む。

① 授業の内容を振り返り、ノート

に記録する。

② 授業の感想を記録する。

・資料編１３近世

６全県上Ｐ１

４４「甲州郡内

天保飢饉日記

控帳」抜粋引用

資料

板書を参考にす

る。

・「天保飢饉」の被害の深刻

さを読み取り、騒動との

関係を考える。

・江戸時代中頃の農業の様

子、民衆の暮らし、山梨

で起こった一揆の様子に

ついて振り返る。

※「通史編４」近世２は 19年刊行予定

資料編１３近世６全県上

口絵「天保騒動絵図」

学習を振り返り、ノートに記入しよう。



『山梨県史』資料編１３近世６上全県Ｐ１４４「甲州郡内天保飢饉日記控帳」抜粋
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